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Well-being向上

に向けた取組み 

従業員の働き方を柔軟に選択できるようスーパーフレックス制やテレワークの導

入を行っている。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイ
ノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○
・性別・年齢・性的マイノリティ・障がいにかかわら
ず、経歴や実績を公平に評価して、中途採用を実践して
いる。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制
度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・在宅勤務、スーパーフレックス（コアタイムの自由な
選択）による柔軟な勤務形態をとっている。
・60歳まで、65歳までの勤務制度
・治療や介護、子育てと仕事の両立を支援するため、勤
務時間の短縮、遠隔地での勤務制度を導入している。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりの
ため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・ハラスメントに対する相談窓口とホットラインを設置
し、エスカレーション先として社外にも専門家による相
談窓口を設けている。
・人権問題やハラスメントの防止について研修を実施し
ている。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるよう
に対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組ん
でいる。

○ ○

・長時間労働は常にモニターし、所属部署長との連携に
よる是正体制を施している。
・メンタルヘルスに関する研修を実施している。
・不妊治療と仕事の両立支援を行っている。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供して
いる。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの
場を
　提供している。

○ ○

・各自の職位とキャリアに沿った研修プログラムを提供
している。
・半期ごとに自己啓発や研究活動の目標を設けさせて、
その実績を人事考課に反映している。
・若手や中途採用従業員向けにメンターを配置してい
る。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・全ての会議と業務において、社外への提出が求められ
ていない
　限り、紙の使用を禁止している。
・廃棄物の分別を行なっている。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・クール／ウォームビズによる冷暖房の使用抑制など、エネル
ギーの効率的な利用を行っている。
・LED照明を導入している。
・社員には定常的な在宅勤務を奨励しているが、出社する場
合は公共交通機関による移動を指導している。
・二酸化炭素排出削減クレジット（証書）購入の検討

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与
えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・ペーパーレス化への取り組み
・各種クラウドサービスや PC 及びタブレット端末等の
積極的活用により、学内会議において紙資料の配布を行
わないよう徹底している。
・省エネ対策として、照明器具の交換や、室内温度の適
正管理、エアコン等のメンテナンス、端末の省エネモー
ド設定推奨などを行い、経費削減の努力とともに環境に
配慮している

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や
節水に
　努めている。

○
・トイレの洗浄には処理水を再利用している。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するため
の
　仕組みを構築している。

○ ○

・大規模災害がどこで発生しても、オンラインサービス
を停止させないため、サーバ群を複数箇所で運用してい
る。
・提供するサービスの質を確保するため、期間契約顧客
には定期的にアンケートを実施し、常に品質改善に努め
ている。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでい
る。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナー
シップに
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開
に取り組
　んでいる。

○ ○ ○

・自社の事業そのものが高等教育や社会人教育であるた
め、教育内容に社会的課題やリカレント教育・リスキリ
ングを目的に事業を推進している。
・教育カリキュラムでは、SDG'sの全ての目標に関する学
習ができるようになっている。
・開かれた教育を目指すため、サービスシステムのアク
セシビリティ評価を社外の有識者によって行なってい
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・顧客の個人情報保護のための内部体制や該当する執務
室への出入を厳格に管理している。
・社内研修を行い、情報管理のルールを周知徹底してい
る。
・従業員の業務PCはすべて遠隔管理し、ネットワークの
セキュリティレベルを３段階で分離するなど、情報シス
テムへのセキュリティ対策を施している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守
する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・法令遵守の重要性を従業員に発信している。
・法令遵守が確実に行われるよう、体制・仕組み・ルールを整
備
　している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われてい
る。

○

・事業目標とミッションステートメントを明文化し、
ホームページ等に掲示して、社内外に広く告知してい
る。
・経営者は経営理念・事業目標を社員に説明し、少なく
とも半期に1回は全社員に周知している。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案し
ている。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・事業継続計画（BCP）を策定している。
・緊急連絡網を作成し、緊急時の連絡体制を整備してい
る。
・後継者の指導・育成に取り組んでいる。

○ ○ ○ ○

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

公
正
な
事
業
慣
行
・
組
織
体
制

SDGs達成に向けた取組みチェックシート

カ
テ
ゴ
リ

チェック項目

３側面該当

具体的な取組

関連する主なＳＤＧｓ

環
境

社
会

経
済

人
権
・
労
働

環
境

環
境


	113_master
	113-サイバー大学

